

　帯広地区ミニバスケットボール連盟

少子化の進む中、帯広地区のミニバスケットボールはチーム登録数、登録選手数ともに札幌に次ぐ数を誇っております。これもひとえに指導者皆様の熱意と、温かく見守り、大会運営などにご協力いただいている後援会の皆様のバックアップ体制があってのことと連盟役員一同感謝いたしております。
さて、最近“いじめ”の問題が大きな社会問題となっております。内容は子供同士のいじめ。教師も絡むいじめ。父母から教師に対する圧力。と形はさまざまですが、これは学校教育だけの問題ではありません。少年団活動においても考えていかなければならない問題であると思います。そこで以下のことについて、再確認されて気持ちを一つにして帯広十勝のミニバスがますます発展することを願うものです。
１　ミニバスの特徴

　　　学校のクラスと違い１年生から６年生まで、身長にして１１０㎝台から１７０㎝を超える選手までが一緒に活動する。これは大変なことです。そして素晴らしいことでもあるのです。上の子が下の子の面倒をみる優しさや思いやりがなくては成り立ちません。ちびちゃんたちは、そんなお兄ちゃんや、お姉ちゃんを憧れに頑張るのです。
　２　指導者は教育者

　　　私たちはバスケットボールの指導者ですが、バスケだけを教えているのではありません。日ごろの挨拶、道具の準備や後片付け、応援してくれる親たちへの感謝。試合に参加する上での礼儀やマナーなども非常に大切なことです。こういったこともきちんと指導しなくてはなりません。そいう意味では少年団の指導者は、たとえ教員でなくても教育者であると思います。その意識を持って指導をお願いします。

　３　暴力は厳しさではない

　　　今まで何度も伝達していますが、日本ミニ連盟や道ミニ連盟から暴力根絶の指示がきております。４月の当連盟の総会でも同様の話しが何度もされています。３月の全国大会で暴力を振るった指導者が、会場から退去させられ、そんなチームを全国大会に推薦した責任をとって、県のミニ連盟の理事長が辞任したケースもあります。

　　　練習に厳しさは必要です。しかし、厳しさ＝暴力ではありません。暴力に頼らなくても厳しい練習はいくらでもできます。 十勝を、暴力がなく、親が安心して子供を預けられる地域にしたいと思います。ご協力をお願いします。
　４　親の姿勢も大事

　　　少年団活動は、日頃の子供の世話から、大会運営まで後援会の協力なしでは考えられません。本当に感謝の気持ちでいっぱいです。しかし、一方で大人が関わって起きる問題もあります。しかも大人が関わる問題ほど、大きく発展する傾向があります。子供は親の姿を見て育ちます。ですから、仲良く・協力し・マナーを守る態度など、大人が範を示し良い見本を示していただけると助かります。
　　　表題の“ほほえみ、友情、フェアプレー”は、ミニバスケット競技規則のまえがきに書かれている言葉です。いわゆるミニバスケットの理念といえます。この理念を忘れず、選手・指導者・後援会が一体となって、明るく健康で、そして強い十勝を目指したいと思います。これらのこと指導者、後援会各位におかれましてはご確認のうえ、ご協力いただけますよう、よろしくお願いいたします。
　　　このプリントをコピーして、後援会や指導者に配布いただくか、後援会の総会などのときにご説明いただくなどの方法で、周知徹底への協力をよろしくお願いします。

